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研究成果の概要：

図形に代数的な対象を、一つの図形を連続的な変形により、もう一つの図形に変形できるとき

同じになるように対応させると、代数的な対象を計算することで、二つの図形が変形後に同じ

になるかどうかを判断できる。本研究ではこの代数的な対象として局所化した可換環を考えた

ホモトピー群やホモロジー群を考える。図形のままでは計算が困難なので、図形をある意味の

理想形であるスペクトラムに置き換えて考察した。成果としては、いくつかの基本的なスペク

トラムのホモトピー群を決定した。
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１．研究開始当初の背景

ホモトピー論では CW 複体のなすホモトピ
ー圏 CW の研究を行っている。この圏の本
質的な性質を探るためそれを懸垂関手Σ:
CW → CW で局所化して得られるスペクト
ラムのなす安定ホモトピー圏Ｓを考える。
これは素数 p で局所化した Ｓ(p) を考え

ばよく、さらにスペクトラム E に関する
Bousfield 局所化した安定ホモトピー圏
ＬE を考えると、H.Miller, D. Ravenel，S.
Wilson により導入された chromatic の理
論により、M. Hopkins などが、これらの圏
のうち Johnson-Wilson スペクトラム
E(n) により局所化された圏 ＬE(n) を理解
すればＳ(p) がわかると予想している。その
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ため、圏 ＬE(n)の研究には E(n)-homology
群 E(n)*(X) が E(n)*(E(n))-余加群として
有限複体の E(n)-ホモロジー群と同型であ
るようなスペクトラム Xを考え、それらを
分類するというアプローチがある。特に
E(n)*(X) が E(n)*(E(n))-余加群として球
面の E(n)-ホモロジー群と同型であるとき
は可逆スペクトラムとして知られており、
それは球面のホモトピー群に収束する
E(n)-Adams スペクトル系列の Er 項 Err,r-1

の直和で分類することができた。

２．研究の目的

研究開始当初の背景で述べたように、局所化
されたホモトピー群を計算するための
E(n)-Adams スペクトル系列の Er 項は分類
問題に応用できることが予想できる。本研
究の目的はこの予想が正しいことを、球面
以外の有限複体に対しての E(n)-Adams ス
ペクトル系列の Er 項を計算することによ
り確かめることであった。

３．研究の方法

研究方法としては基本は計算である。ホモト
ピー群やホモロジー群の決定にはいろいろ
な型のスペクトル系列が有効である。すでに
良く知られたスペクトル系列を用いたり、こ
の問題だけに有効なスペクトル系列を構成
する。既に知られている定理や公式だけでは
原則スペクトル系列の Er 項の決定には至ら
ない。新しい方法を見出すための様々な計算
を行い、結果を解析することから始める。さ
らに、スペクトル系列ではその微分の計算も
重要であるが、一般的な方法は有効でない場
合が多い。これらの状況の下で、必要なスペ
クトル系列の微分の計算方法を模索してい
く。そのためにはコンピュータが有効である。
さらに計算結果の解析には他の専門家の意
見も重要である。一つは研究分野の近い分担
者、連携研究者たちのコメントであり、一つ
は専門の離れた研究者たちの研究結果であ
る。これらに触れるために、旅費が使われる。

４．研究成果

重要な結果の一つは、Johnson-Wilson のス
ペクトラム E(n) 以外のスペクトラム Eで局
所化したスペクトラムに関する結果である。
スペクトラムを Bousfield 類で分類し、それ
に acyclicity で束にした、連携研究者の大
川による集合を考える。この結果では
homotopy 論では基本である Eilenberg-
MacLane スペクトラム HZ/p の類と同じか
大きい類を代表するスペクトラム Eに関する
局所化では係数環 E_*と同型な E_*-homology
群を持つスペクトラムは球面以外に無いこ
とを示した。
この結果は考えやすい連結なスペクトラム
をすべて含んでおり、普通に考える範囲では
Johnson-Wilson のスペクトラム E(n)のとき
のような E_*- homology 群で分類できないス
ペクトラムは存在しないことを示している。
結果自体は専門家の間ではある程度予想さ
れたものであったが、標準的な方法で解決さ
れたのはある程度のインパクトがあると思
われる。
この結果から今後の展望として、HZ/p より小
さい、球面の Brown- Commenetz の双対 Iの
類より大きい類を代表するスペクトラムに
ついても同様の結果が得られるとの予想を
考察することになる。また、I の類は極小で
あると予想されているので、Iの類から始ま
る増加列に関するスペクトラムに対しては
考えているようなスペクトラムは存在しな
いと思われ、他の極小なスペクトラムを基に
した増加列について考察していく問題にも
発展する。

二つ目は 2を法とした Moore スペクトラム
M_2 に関するものである。Ravenel のスペク
トラム T(m)に対して、E(2)で局所化した
Moore スペクトラム L_2M_2 の T(m)_*-
homology 群の決定を試みた。これはいまだ未
解決である素数2でのE(2)で局所化した球面
のホモトピー群の決定問題への一つのアプ
ローチであり、圏 ＬE(2)の理解への重要な情
報を与えるものである。
T(0)_*- homology群は安定ホモトピー群であ
り、BP_*-homology はよく知られている。
T(1)_*-homology 群は構造が複雑で、その一
部しか決定できなかったが、m>1 の時は、決
定できた。目的の安定ホモトピー群までには
あと少しの所であった。圏 ＬE(2)の理解のた
めのE(2)で局所化したM_2の安定ホモトピー
群の決定問題は今後の研究課題として残っ
た。

また、分担者による結果は上でのべた研究に
あらわれている色々なスペクトル系列の
E_2-項にかかわるものであり、今後のさらな



る研究の進展の後には残っている研究課題
の解決に重要な役割を果たすと期待できる。
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